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実な，ただ懸命な姿が見えるから，やはり感動するので

す。それは決まりきった言葉ではなく，自分の本当の思

いだったり，生き様だったりします。様々な人権課題を
い ざま

通して，その人となりが見えてくるから感動するのです。

言い換えれば，「熱」です。そこに「熱」を感じるから，
か

共感するし，影響を与えるのだと思います。やはり人間

が大切にすべきは，時代がどう変わっていっても，それ

でないかと思います。

あなたがいたから私がいる
■中学校生活最後の人権集会を終えて，今回は今までの

こと，自分の周りの人のことをふりかえれた。吉成先生の

お話しや発表を通して，私にとって大切な人を考えてみる

と，もちろん家族やたくさんの友人を思い浮かべる。私に

はその中で一人，この人だけはという人がいる。

中学生になり，人前であまり涙を流さなくなった。でも一
ひとまえ

度だけ，一人の友人の前で今までにないぐらい泣いてしま

ったことがある。でも，その子はずっととなりにいて，「大切

な人が泣いているから私も悲しいよ」と一緒に涙を流して

いた。最後には二人で爆笑するぐらい気持ちを軽くしてくれ

て，次の日も心配だからと会いに来てくれた。私はそのと

き，こんなにも私のことを想ってくれていることがすごくうれ

しくて，大切にしてくれるこの友人を私も大切にしよう，この

友人の悩みは誰よりも向き合おうと思った。布川先生のお

話で，人は失ってから気づくとあった。「失う」とはまた違う

けど，いつものように日常を過ごすだけでは，私はこの友

人の大切さに気づけなかったと思う。「やさしくしたら，やさ

しくされる」のように，友人が私を大切に想う気持ちが伝わ

ったから，私も同じように友人を大切に想う気持ちで返そう

と思えた。私はこれからも友人を大切にしていきたいし，人

のやさしさや誠実さを忘れないようにしたい。 ６組MH

何か，感動です。うれしいです。こんな仲間関係があ

ることが，本当にうれしいし，ホッとします。

皆さんを見ていると，どこかクールでドライな感じが

していて，笑ったり喜んだりする場面はよく見かけるの

ですが，悲しみや感動で泣く場面はあまり見かけないよ

うな気がしていました。どこか冷めたような，感情を表
さ

に出さないようにしているような気がしていました。も

っと泣いていいのに，と思うことがよくありました。恥
は

ずかしいのかもしれません。人前で涙することを抑えて
ひとまえ おさ

るのかもしれません。でも，喜怒哀楽があって人間です。
き ど あ い らく

楽しいときやうれしいときに笑ったり喜んだりするよう

に，悔しいときは怒り，悲しいときは泣くものです。そ
くや おこ

れが人間です。だから，この感想を読んだとき，うれし

くて感動しました。こうであってほしいなと思います。

もちろん涙腺が緩い人も緩くない人もいるでしょう。そ
るいせん ゆる

れも個性です。でも，泣きたいときは，泣くことです。

それで解決はしないかもしれませんが，泣くことで気持

ちが晴れやかになることもあるものです。友人，大切に

してくださいね。

好きで誇りをもっている，大切な居場所
■僕は今回の全体学習を受けて，自分にとって「ふるさと」

とは何なのか，それと今まで支えてきてくれた家族への気

持ちだったりを考えました。まず僕にとっての「ふるさと」と

は，自分の生まれた場所であって，人生で変更できないも
へんこう

のの一つだと思います。僕はこのことから，部落差別をあ

まく見ていたと思いました。理由は，自分の生まれてきた

場所は人生で変えられないのに，そのことについて言われ

たりする差別とわかったからです。僕の家族はみんなとて

もパワフルで，ワイワイした感じです。僕はそんな家族が

大好きですが，最近母に部落差別の話をしたときに，母は

「私たちも部落出身じょ」と軽く笑いながら言いました。僕は

とてもびっくりしました。今まで遠い存在だった「部落」という

ものが，今の一瞬にして目に飛び込んできた感じがしまし

た。僕は母に，「何でそんな軽く言えるの？」と聞くと，母

は，「あそこの地域が世間から部落と言われていても，私
せ け ん

にはたった一つの居場所でもあって，ふるさとでもある場
い ば し よ

所で，あそこが好きで，誇りをもってる」って言っていまし

た。僕はそんな母の話を聞いて，吉成先生の話がちょっと

分かったような気がしました。 ４組TM

初めて私に声をかけてきたときは驚きでした。
おどろ

「先生，〇〇って部落ですか？」

「なんで？」

答えにはなっていませんが，そこには，「どうしてそ

んなことを聞くの？」という意図が込められていること
い と



を，彼は理解します。そこで初めて，お母さんとのやり

取りを話し始めるのですが，聞いていてうれしく思いま

した。私が一貫してずっと言ってきたことはこうです。
いつかん

「ふるさとは誰にでもあり，誰にとっても 尊いもの。
とうと

それをとやかく言う方が絶対的におかしい。素直にみん

なが自分のふるさとを言い合えばいい。みんなが自分の

ふるさとを懐かしく誇りにすればいい」
なつ ほこ

教員生活のすべてを，部落問題にかかわり取り組んで

きました。被差別部落出身の教え子も何百人何千人とい

るでしょう。その子らは，今も生まれ育ったふるさとに

いるわけではありません。就職で，結婚で，家の都合で
つ ご う

ふるさとを離れた子も当たり前にたくさんいます。そん

な子たちが今どうしているか，気にならないわけがあり

ません。みんな普通に，当たり前に，幸せに生きていれ

ばいいのですが，どうでしょう。特に部落ルーツを我が

子に伝えられているかどうか，そのことが気がかりでな

りません。

「恥でもないことを恥じるとき 本当の恥となる」
はじ

部落に生まれたことは，恥ずかしいことでも差別され

るようなことでもありません。むしろ，日本の伝統的な
でんとうてき

文化や技能を発展・継 承させてきた，誇りある生き方
けいしよう

をしてきた先人となる人々です。その歴史を知らずに差
せんじん

別することは，日本に生まれ育った自分自身を否定する
ひ て い

ことになります。

とはいえ，この社会には，すぐに他人をのけ者にした

り，人を見下して優越感に浸り，少しばかりでも上に立
み く だ ゆうえつかん ひた

とうとするような情けない人がいることも事実です。そ
なさ

んな社会の負の部分を感じ取り，自分の被差別部落出身
ふ

というルーツが言えないままに，ふるさとを出て暮らし

ている教え子もたくさんいます。

言わない方が悪いのでしょうか？

言えない環 境を作り出しているのは誰でしょうか？
かんきよう

だから今回，お母さんが自分の思いを素直に伝えたこ

とは，当たり前だけどすごく素敵なことだし，私にとっ
す て き

てはすごくうれしいことだったのです。

部落差別だけではありません，障がい者問題も，ハン

セン病問題も，当事者が身の周りにいないという前提で
とうじしや ぜんてい

語られることがよくあります。部落ルーツも，親が伝え

てないだけ，本人が知らないだけで，どこにでもいるし，

どの中学校にでもいるのではないかと思います。もしか

するとそれはごく身近な友達かもしれないし，自分自身

がそうであるかもしれません。それは今回の全体学習で

みんながよく理解したと思います。つまり特別なことで

はなく，ごく自然なことだいうことです。だからといっ

て，恐れたり怯えたりする必要はありません。差別自体
おそ おび

がおかしいわけですから。そのことを常に頭において，

様々な人権問題に向き合っていくことです。それが，人

間として下らない生き方ではなく，真に互いを尊敬する
くだ しん そんけい

生き方につながっていくのだと思います。

大切なものを失う前
■今回で中学でやる全体人権学習が最後だと思うと，とて

も寂しいです。中学生になる前までは，人権学習でこんな

に深く考え学んできませんでした。だから最初の頃は，人

権学習を正 直「めんどくさい」と思っていました。でもやっ
しようじき

ていくうちにそんな思いは薄れていきました。それは前回
うす

の全体人権学習の中での発表であった，人と関わるのを

好きになれたからだと思います。人権学習をしていると，相

手の今まで知らなかったこと，思いが知れました。また，相

手のことだけではなく，自分のことについてもよく知ること

ができました。そんな人権学習を３年間学んできて，成長

することができて良かったです。今までたくさんの議題につ

いて考え，たくさんの人と話し，意見を交換し合ってきたけ

れど，振り返ると，人権学習を通じて話すようになった友

達，より仲良くなった友達もいて，「知る」ことの大切さもよく

よく感じます。布川先生や西浦先生が今日おっしゃってい

たように，大切なものを失う前に気づき，残り少ない中学

校生活の一日一日を大切にし，後悔のないような大切な

思い出を沢山つくっていこうと思います。 ２組KY
たくさん

もし自分が受けたような人権学習がなければ…，「め

んどくさい」ままだったかもしれません。それは私だっ

て同じです。たまたま心に残る，これからもやっていき

たいと思えるような人権学習に出会えたからこそ今があ

るだけで，今も「めんどくさい」と思っていた可能性は

あるのです。そう思うと，今もなお「めんどくさい」と

思っている人たちを責めることはできません。それは，
せ

そうなっていたかもしれない自分だからです。人を責め

るのではなく，居心地がよいと思える人権学習をどう自
い ご こ ち

分から発信していくのか。それが，自分が自分に課した
はつしん か

課題です。

「今日という日は二度とない」

いつなくなるかもしれない命です。なら，勉強をして

も何をしても，何の意味もないように思えます。それで

も人は前に進もうとします。なぜか。それは，自分に納得
なつとく

できるような生き方がしたいからでないかと思います。

先生や家族や，他人から評価を得るために生きるのでは
ひようか

なく，自分で自分に納得できる生き方をしたいがために，

自分のさらなる前進を 試 みているのではないでしょう
こころ

か。何もしなくても明日は来るでしょう。でも，「昨日

より今日の自分が好き，今日より明日の自分が好き」，

そう言える「今」を大切にできる自分をめざしていけれ

ばと思います。 (次号でおしまい)


